
北播磨地域　景観資源データベース　【三木市】

① ② ③ ④

景観
シート
※2

景観資源の内容景観資源の名称
ふるさと兵庫を構成
する主要な景観※1 百選等の実績所在地

湯の山街道

　平安時代、姫路から三木を経由して有馬の湯に通じる道が整備されはじめ、山陽道を補う街道としても利
用されていた。戦国時代に入り、有馬の湯を知った羽柴秀吉は、三木合戦の最中、兵卒のけが人に対し
て、この有馬の湯を汲んできて、志染町安福田（あぶた）の野風呂で療養されたとも伝えられている。
それ以来、「湯の山街道」と呼ばれ、江戸時代も参勤交代や西国からの湯冶客が往来した街道である。
（出典：三木市HP、三木市観光協会ＨＰ、ハートにぐっと北播磨ＨＰ）

● ●

三木市 私の好きな兵庫
のまちなみ100
選（兵庫県）

●

金物

　金物産業は、三木市の工業生産額の約32％を占めている。現在では工具を中心とした製品が多く開発、
生産されている。事業所の規模は9人以下が約80％と圧倒的に家内工業型が多く、経営者や従業者の高
齢化も進んでいる。半面、優れた技能を持った人材が多く、すそ野が広い産業でもある。
　三木金物まつりは、市役所前広場をメイン会場として開催しており、例年、県内外からたくさんの人出で
賑わう、三木市の一大イベントである。地元金物製品を一堂に集めた三木金物展示・直売会、包丁研ぎ・
鋸目立等を開催している。
　三木市立金物資料館横では、金物古式鍛錬技術保存会が鍛冶の伝統技術を伝えていくため、鋸（のこ
ぎり）、鑿（のみ）、鉋（かんな）、鏝（こて）、小刀（こがたな）の製造業者が交替でふいごを使い、古式ゆかし
く金物を鍛える古式鍛錬実演を進めているなど、地場産業を目に見える形で継承している。
（出典：兵庫百景Ⅰ（神戸新聞総合出版センター発行）、三木市HP、三木市観光協会ＨＰ、ハートにぐっと北
播磨ＨＰ）

●

三木市

●

三木城下町まちづくり
協議会

　三木城下町まちづくり協議会は、歴史的まちなみや史跡などの地域の資源を活かしながら、地域の活性
化へ向けて取り組むとともに、アンケート調査をもとに策定したまちづくり基本構想に基づき、その具体的な
実践活動に取り組んでいる。協議会の中に3つの専門部会を設け、緑化活動、タウンウォッチング、歴史街
道の看板設置等、各部会で連携しながら個別の実践活動に取り組んでいる。緑化活動では総合学習の一
環として、地元小学校とも連携した活動に取り組んでいる。
　第7回「人間サイズのまちづくり賞」まちづくり活動部門　受賞
（出典：兵庫県HP）

●

三木市

淡河川疏水路施設群

　淡河川・山田川疏水関連施設は、印南野台地一帯で水田を拡大・維持するための灌漑施設として設けら
れた。
　淡河川からの引水事業は、明治19年（1886）にサイフォン技法によって用水を南下させるという近代技術
を応用した計画が持ち上がる。工事は明治21年（1888）に着手し、芥子山隧道などの難工事を経て、3年を
かけて26kmあまりの幹線水路と28ヶ所の隧道などを含む施設が完成した。
　山田川疏水事業は、淡河川疏水事業後に要望が増えたことを受け、明治44年（1911）から8年をかけて約
10kmの幹線水路と19ヶ所の隧道、山田池を含む62ヶ所のため池築造等が行われた。
　これらの事業により、上流河川から灌漑施設を通じて流下させ、ため池に貯水して利用するシステムがで
き、印南野台地が穀倉地帯に変わった。一帯の景観にも大きく影響を与えた近代化遺産である。
（出典：兵庫県HP、兵庫県の近代化遺産（兵庫県教育委員会）、三木市HP）

●

三木市

●

※1：①豊かな自然景観　　②自然・緑あふれる農山村景観　　③表情豊かな市街地景観と受け継がれる歴史的景観　　④地域固有の文化的景観
※2：●印は景観シート有り。○印は関連する景観シートへの掲載を意味する。
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ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

志
染
川
下
流
（
縮
見
の
屯

倉
と
二
人
の
王
子
）

　
古
代
播
磨
の
内
陸
部
に
は
、
大
和
朝
廷
と
出
雲
国
や
吉
備
国
を
結
ぶ
主
要
な
交
通
路
「
鉄
の
道
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
志

染
川
に
沿
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
付
近
に
強
大
な
勢
力
を
持
つ
豪
族
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
る
。
川
を
遡
る
と
、
清
流
の
上
に
美
し
い
石
の
橋
が
見
え
る
。
有
名
な
「
御
坂
の
眼
鏡
橋
」
で
あ
る
。
眼
鏡
橋
の
そ

ば
に
御
坂
神
社
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
資
源
が
分
布
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
の
川
紀
行
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●
●

三
木
市

美
嚢
川
（
美
し
い
流
域
に

古
代
の
王
国
）

　
美
嚢
川
の
歴
史
は
古
い
。
播
磨
国
風
土
記
に
美
嚢
郡
が
あ
り
、
伊
射
報
和
気
命
（
い
ざ
ほ
わ
け
の
み
こ
と
）
が
「
こ
の
土

地
は
水
流
が
と
て
も
美
し
い
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
美
嚢
（
み
な
ぎ
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
豊
か
な
水
と
平
野
部
に

恵
ま
れ
た
こ
の
地
方
に
は
、
豪
族
に
よ
る
王
国
が
栄
え
た
と
い
わ
れ
、
正
法
寺
古
墳
や
愛
宕
山
古
墳
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
る
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
川
の
周
辺
は
満
開
の
桜
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
ま
た
川
越
し
に
は
三
木
城
跡
が
望
め
る
。
上
流

域
で
は
谷
に
沿
っ
て
蛇
行
を
繰
り
返
し
、
川
の
周
り
に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
の
川
紀
行
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●
●

三
木
市

蓮
花
寺

　
蓮
花
寺
は
、
吉
川
の
南
側
に
連
な
る
山
地
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
大
化
元
年
（
6
4
5
）
法
道
仙
人
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、
寺

領
1
6
町
4
面
、
1
8
院
3
3
坊
の
大
伽
藍
を
擁
し
、
隆
盛
を
極
め
て
い
た
が
、
天
正
7
年
（
1
5
7
9
）
の
三
木
合
戦
の
戦
火
を
受
け
、

今
は
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
、
多
宝
塔
、
鐘
楼
、
仁
王
門
な
ど
が
あ
る
。
鐘
楼
の
梵
鐘
は
貞
和
2
年
（
1
3
4
6
）
の
銘

を
持
ち
、
県
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
秋
に
は
赤
や
黄
色
の
モ
ミ
ジ
が
荘
厳
な
お
寺
に
映
え
る
。

　
4
匹
の
大
鬼
が
松
明
を
ふ
り
か
ざ
し
て
踊
る
勇
壮
な
鬼
踊
り
（
追
儺
式
）
は
、
節
分
の
日
に
近
い
2
月
の
第
1
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
。
明
治
の
初
め
に
一
時
中
断
し
た
が
、
昭
和
4
1
年
（
1
9
6
6
）
奥
の
院
の
改
修
落
慶
法
要
に
復
活
。
昭
和
4
8
年

（
1
9
7
3
）
よ
り
毎
年
上
演
し
て
い
る
。
門
前
に
蓮
花
寺
村
の
集
落
が
あ
り
、
行
事
は
村
人
が
担
当
し
、
世
話
役
も
村
人
が
あ
た

る
。
村
に
鬼
株
が
2
軒
あ
り
、
1
軒
は
勘
兵
衛
を
名
乗
り
他
は
同
家
の
分
家
で
あ
る
。
元
は
蓮
花
寺
の
僧
だ
と
い
う
。

　
鬼
役
は
赤
鬼
1
人
、
黒
鬼
1
人
、
青
鬼
2
人
、
小
鬼
4
人
で
あ
る
。
他
に
錫
杖
持
ち
、
鐘
叩
き
の
世
話
人
各
1
人
で
あ
る
。
演

舞
に
先
立
ち
鬼
役
は
鎮
守
社
へ
行
き
、
先
頭
の
赤
鬼
は
本
堂
前
の
灯
籠
に
火
を
入
れ
る
所
作
を
す
る
。
全
員
が
そ
ろ
っ
て

演
舞
す
る
。
親
鬼
は
返
盃
を
繰
り
返
し
、
小
鬼
は
四
方
拝
を
踊
る
。
勇
壮
な
祭
り
は
地
域
の
文
化
景
観
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
民
俗
芸
能
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に

ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
口
吉
川

町
蓮
花
寺
1
8
8

●

密
教
院

　
密
教
院
は
、
通
称
善
祥
寺
と
呼
ば
れ
、
孝
徳
天
皇
の
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
に
法
道
仙
人
が
開
基
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当

時
は
一
山
に
諸
堂
宿
坊
の
甍
が
並
び
壮
麗
を
極
め
た
が
、
天
正
年
間
の
三
木
合
戦
の
と
き
兵
火
に
遭
い
消
失
し
た
。
そ
の

後
、
再
興
さ
れ
幾
多
の
修
理
と
再
建
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
境
内
の
古
い
鎮
守
社
（
1
間
社
春
日
造
、
茅
葺
）
は
、
県

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
大
賀
ハ
ス
や
、
京
都
の
巨
椋
池
系
の
ハ
ス
な
ど
、
住
職
が
集
め
た
2
0
0
種
類
を
越

え
る
ハ
ス
が
境
内
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
古
い
鎮
守
社
と
相
ま
っ
て
美
し
い
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
口
吉
川

町
善
祥
寺
2
7
-
1

●

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー

ク

　
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
は
、
平
成
1
1
年
（
1
9
9
9
）
、
国
道
1
7
5
号
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
。
自
然
と
人
と
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
地
域
振
興
と
文
化
の
創
出
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
新
た
な
自
然
環
境
の
整
備
を
行
い
、
馬
術
を

中
心
と
し
た
競
技
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
さ
ら
に
は
自
然
に
ふ
れ
あ
う
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、
野
外
活
動
の
拠
点
と
し
て
開
園
さ
れ

た
。
総
面
積
約
1
6
2
h
aの
内
、
約
8
0
％
を
占
め
る
1
3
0
h
aの
森
林
、
緑
地
が
保
全
さ
れ
て
お
り
、
「
ミ
オ
の
森
」
、
馬
事
ゾ
ー
ン

の
「
エ
ク
ウ
ス
の
森
」
、
野
外
活
動
ゾ
ー
ン
の
「
エ
オ
の
森
」
が
あ
り
、
緑
に
親
し
む
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
)

●

三
木
市
別
所
町

高
木
ホ
ー
ス
ラ
ン

ド
パ
ー
ク

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

2
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③
④
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観

シ
ー
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※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

美
嚢
川

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
、
市
街
地
の
中
央
部
を
流
れ
る
美
嚢
川
の
河
川
敷
に
あ
る
水
と
緑
が
一
体
と
な
っ
た
公
園
。
河

原
に
は
芝
生
が
広
が
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、
多
目
的
広
場
や
芝

生
広
場
の
あ
る
オ
ア
シ
ス
ゾ
ー
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
が
楽
し
め
る
園
路
等
が
あ
る
。
春
に
は
桜
並
木
の
下
に
家
族
連
れ

が
集
ま
る
。
川
土
手
に
続
く
桜
並
木
も
、
夜
は
町
明
か
り
に
ほ
ん
の
り
と
照
ら
し
出
さ
れ
た
桜
の
風
情
が
、
見
る
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨

H
P
）

●

三
木
市
末
広

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

美
嚢
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク

　
美
嚢
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
、
市
街
地
の
中
央
部
を
流
れ
る
美
嚢
川
の
河
川
敷
に
あ
る
水
と
緑
が
一
体
と
な
っ
た
公

園
で
あ
る
。
 グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、
多
目
的
広
場
や
芝
生
広
場
の
あ

る
オ
ア
シ
ス
ゾ
ー
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
が
楽
し
め
る
園
路
等
が
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

●

三
木
市
末
広

○

神
戸
電
鉄
三
木
駅
駅
舎

　
神
戸
電
鉄
三
木
駅
は
、
昭
和
1
3
年
（
1
9
3
8
）
に
三
木
電
気
鉄
道
が
三
木
東
口
駅
（
現
在
の
三
木
上
の
丸
駅
）
か
ら
延
伸
さ

れ
た
際
に
、
三
木
福
有
橋
駅
と
し
て
開
業
し
た
。
駅
構
造
は
相
対
式
ホ
ー
ム
２
面
２
線
の
行
き
違
い
可
能
な
地
平
駅
で
ホ
ー

ム
有
効
長
は
４
両
で
あ
る
。
駅
か
ら
は
美
嚢
川
の
対
岸
に
白
壁
の
古
い
土
蔵
が
見
え
る
な
ど
、
ア
イ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

三
木
市
末
広

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

県
立
三
木
山
森
林
公
園

　
三
木
市
の
中
心
部
に
あ
る
面
積
約
9
0
h
a 
の
里
山
林
で
構
成
さ
れ
る
公
園
。
敷
地
の
中
に
、
音
楽
ホ
ー
ル
、
芝
生
広
場
、

休
憩
所
、
ク
ラ
フ
ト
館
な
ど
が
点
在
す
る
。

春
に
は
、
赤
紫
の
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
白
の
ア
セ
ビ
の
花
が
彩
り
を
添
え
る
。

夏
に
は
、
コ
ナ
ラ
や
ソ
ヨ
ゴ
の
緑
が
一
段
と
深
み
を
増
す
。

秋
に
は
、
モ
ミ
ジ
や
タ
カ
ノ
ツ
メ
の
赤
や
黄
色
の
葉
が
秋
風
に
舞
っ
て
い
る
。

冬
に
は
、
雑
木
林
の
中
の
日
だ
ま
り
に
落
葉
を
踏
む
足
音
が
聞
こ
え
る
。

四
季
に
応
じ
た
緑
と
花
が
織
り
成
す
景
観
が
県
民
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
福
井
字

三
木
山
2
4
6
5
-
1
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

ひ
ょ
う
ご
の
森
林

浴
場
5
0
選
（
兵
庫

県
）

●

三
木
鉄
道
記
念
公
園

　
三
木
鉄
道
三
木
線
は
、
平
成
2
0
年
（
2
0
0
8
）
4
月
に
廃
止
と
な
っ
た
が
、
旧
三
木
駅
駅
舎
の
改
築
と
周
辺
地
の
整
備
が
行

わ
れ
、
平
成
2
2
年
（
2
0
1
0
）
春
に
地
域
の
活
性
化
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
「
三
木
鉄
道
記
念
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
旧
駅
舎
を
利
活
用
し
た
三
木
鉄
道
ふ
れ
あ
い
館
に
は
、
旧
国
鉄
時
代
を
含
む
三
木
鉄
道
で
使
わ
れ
て
い
た
物
品
や
写

真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
三
木
鉄
道
を
懐
か
し
む
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
Ｍ
ＩＫ
Ｉ夢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
旧
三
木

駅
の
車
庫
を
改
修
し
た
建
物
で
あ
り
、
惣
菜
や
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
と
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
食
事
処

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
三
木
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
跡
に
は
多
目
的
広
場
が
整
備
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
軌
道
が
分
か
る
よ
う
に
レ
ー
ル
が
残
さ
れ
て
お
り
、
2
0
0
ｍ
ほ
ど
の
レ
ー
ル
上
を
サ
イ

ク
ル
ト
ロ
ッ
コ
が
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
地
域
の
貴
重
な
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
福
井
2
-

12
-4
2

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

3
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

明
石
道
峯
構
付
城
跡

　
明
石
道
峯
構
付
城
跡
は
、
戦
国
時
代
の
三
木
合
戦
の
際
に
築
か
れ
た
付
城
群
の
1
つ
で
あ
る
。
羽
柴
秀
吉
は
、
三
木
城

攻
略
の
た
め
、
三
木
方
へ
の
兵
糧
搬
入
と
援
軍
を
阻
止
す
る
目
的
で
、
三
木
城
を
包
囲
す
る
約
5
.5
km
に
お
よ
ぶ
土
塁
と
平

井
山
の
本
陣
を
は
じ
め
約
4
0
の
付
城
を
築
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
付
城
は
、
戦
国
時
代
の
城
攻
め
に
関
す
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
1
3
年
に
歴
史
の
森
公
園
と
し
て
保
存
・
整
備
さ
れ
た
。
観
光
や
校
外
学
習
に
利
用
さ
れ
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
福
井

●

旧
三
木
高
等
女
学
校

　
兵
庫
県
立
三
木
高
等
女
学
校
は
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
、
三
木
城
跡
が
あ
る
上
の
丸
に
移
転
さ
れ
た
。
当
初
は
本
館
と
講

堂
の
み
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
東
館
・
新
館
な
ど
が
増
築
さ
れ
た
。
戦
後
は
新
制
の
三
木
高
校
と
な
り
、

昭
和
4
1
年
（
1
9
6
6
）
に
新
校
舎
に
移
転
し
、
新
館
は
現
在
、
市
の
庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

東
館
は
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
建
築
の
木
造
平
屋
建
で
、
新
館
は
昭
和
1
7
年
（
1
9
4
2
）
建
築
の
木
造
二
階
建
で
あ
る
。

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
学
校
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト

に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

三
木
市
上
の
丸

町
4
-
5

●

金
物
資
料
館
、
金
物
神
社

　
金
物
資
料
館
は
昭
和
5
1
年
（
1
9
7
6
）
に
開
館
し
、
金
物
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
、
金
物
製
品
を
保
存
、
展
示
し
て
い
る
。
古

く
か
ら
伝
わ
る
昔
な
が
ら
の
金
物
の
作
り
方
や
、
職
人
が
「
か
じ
や
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
金
物
資
料
館
の
前
庭
に
は
唱
歌
「
村
の
か
じ
や
」
記
念
碑
が
昭
和
5
3
年
（
1
9
7
8
）
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
記
念
碑
は
大
正

初
期
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
歌
わ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
村
の
か
じ
や
」
が
教
科
書
か
ら
姿
を
消
し
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
建
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
木
金
物
古
式
鍛
錬
技
術
保
存
会
で
は
、
鍛
冶
の
伝
統
技
術
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
鋸
（
の
こ
ぎ
り
）
、
鑿
（
の
み
）
、
鉋

（
か
ん
な
）
、
鏝
（
こ
て
）
、
小
刀
（
こ
が
た
な
）
の
製
造
業
者
が
ふ
い
ご
を
使
い
、
古
式
ゆ
か
し
く
金
物
を
鍛
え
る
古
式
鍛
錬
の

公
開
実
演
を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
の
産
業
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

三
木
市
上
の
丸

町
5
-
4
3

●

雲
龍
寺

　
三
木
城
主
別
所
長
治
公
は
、
羽
柴
秀
吉
と
の
戦
い
の
末
、
「
三
木
の
干
殺
し
」
と
い
わ
れ
る
秀
吉
の
兵
糧
攻
め
に
よ
り
、

兵
た
ち
の
惨
状
を
見
る
に
忍
び
ず
、
長
治
公
は
つ
い
に
自
決
し
て
果
て
た
。
別
所
長
治
が
自
刃
の
際
、
住
職
に
後
を
託
し
、

愛
用
の
金
天
目
の
湯
呑
み
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
住
職
が
別
所
長
治
夫
妻
の
首
を
貰
い
受
け
て
埋
葬
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
首
塚
が
あ
る
。

雲
龍
寺
で
は
、
毎
年
1
月
1
7
日
に
は
別
所
公
祥
月
命
日
法
要
が
行
わ
れ
る
。
別
所
公
祥
月
命
日
法
要
は
、
別
所
公
春
ま
つ

り
と
と
も
に
、
三
木
地
区
区
長
協
議
会
が
提
唱
し
て
結
成
さ
れ
た
、
「
別
所
公
奉
賛
会
」
が
主
催
者
と
な
り
、
公
を
偲
び
そ
の

遺
徳
を
讃
え
る
た
め
、
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
ま
た
当
日
行
わ
れ
る
「
う
ど
ん
会
」
は
、
当
時
の
惨
状
を
忍
び
、
領
民
を

思
う
公
の
遺
志
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
ワ
ラ
に
見
立
て
た
う
ど
ん
を
食
べ
る
行
事
で
あ
り
、
地
域
で
継
承
さ
れ
て
き
た
貴

重
な
伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

三
木
市
上
の
丸

町
9
-
4

●

三
木
市
役
所
庁
舎

　
三
木
市
役
所
は
、
平
成
5
年
（
1
9
9
3
）
に
完
成
し
た
新
庁
舎
を
有
し
、
三
角
屋
根
が
特
徴
的
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
庁
舎
で
あ

る
。
8
階
の
展
望
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
三
木
の
市
街
地
と
美
嚢
川
流
域
に
広
が
る
田
園
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
秀
吉

が
陣
を
敷
い
た
平
井
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
展
望
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
上
の
丸

町
1
0
-
3
0

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

4
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

三
木
城
跡

　
三
木
城
跡
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
手
に
取
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
に
眼
下
の
町
並
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
木
城
に
は
壮
絶
な
伝
承
が
あ
る
。
天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
、
三
木
城
攻
略
を
決
め
た
羽
柴
秀
吉
は
、
兵
糧
攻
め
の
策
に
出

た
。
ろ
う
城
が
続
き
、
城
内
に
餓
死
者
が
出
は
じ
め
、
城
主
で
あ
る
別
所
長
治
は
一
族
と
自
刃
す
る
か
ら
兵
を
助
け
て
ほ
し

い
と
申
し
入
れ
る
。
秀
吉
は
応
じ
、
最
後
に
酒
食
を
差
し
入
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
本
丸
跡
に
は
、
「
今
は

た
だ
う
ら
み
も
あ
ら
じ
諸
人
の
い
の
ち
に
か
は
る
我
身
と
お
も
へ
ば
」
と
記
さ
れ
た
長
治
公
辞
世
の
歌
碑
が
あ
る
。

　
毎
年
5
月
5
日
に
は
三
木
城
跡
を
中
心
に
市
内
各
所
で
長
治
公
を
偲
び
、
三
木
の
大
恩
人
と
し
て
後
生
に
長
く
語
り
継
ぐ

た
め
の
行
事
と
し
て
別
所
公
春
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
。

　
周
辺
に
は
金
物
資
料
館
、
横
山
大
観
や
堂
本
印
象
の
絵
画
を
所
蔵
す
る
堀
光
美
術
館
な
ど
が
あ
り
、
地
域
の
歴
史
文
化

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

三
木
市
上
の
丸

町
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

本
町
地
区

　
三
木
市
の
城
下
町
、
美
嚢
川
南
岸
の
旧
街
道
沿
い
に
町
家
や
商
家
の
町
並
み
が
残
る
。
付
近
に
は
「
右
ひ
め
ぢ
道
　
左

あ
か
し
道
」
の
道
標
や
、
秀
吉
が
本
陣
を
置
い
た
本
要
寺
が
あ
る
。
本
要
寺
は
別
所
長
治
の
首
検
分
が
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。

三
木
合
戦
で
残
っ
た
寺
院
で
、
秀
吉
が
最
後
の
本
陣
と
し
た
。
三
木
住
民
の
税
を
免
除
し
た
秀
吉
の
制
札
を
納
め
た
宝
蔵

と
、
制
札
を
守
っ
て
町
を
救
っ
た
三
木
義
民
を
讃
え
る
碑
が
あ
る
。
毎
年
7
月
1
8
日
に
は
「
夏
の
義
民
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
旧
玉
置
家
住
宅
や
旧
小
河
家
別
邸
、
道
標
な
ど
が
保
存
さ
れ
、
歴
史
的
な
町
並
み
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ

Ｐ
）

●

三
木
市
本
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

旧
街
道

　
美
嚢
川
南
岸
の
本
町
2
丁
目
に
古
い
町
並
み
が
残
る
。
近
く
に
は
「
右
ひ
め
ぢ
道
　
左
あ
か
し
道
」
の
道
標
や
、
秀
吉
が
本

陣
を
置
い
た
本
要
寺
も
あ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

三
木
市
本
町

○

本
要
寺

　
本
要
寺
は
、
別
所
長
治
の
首
検
分
が
さ
れ
た
寺
。
三
木
合
戦
で
残
っ
た
お
寺
で
、
秀
吉
が
最
後
の
本
陣
と
し
た
。
三
木
住

民
の
税
を
免
除
し
た
秀
吉
の
制
札
を
納
め
た
宝
蔵
と
、
制
札
を
守
っ
て
町
を
救
っ
た
三
木
義
民
を
讃
え
る
碑
が
あ
る
。
　
毎

年
7
月
1
8
日
に
は
「
夏
の
義
民
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

三
木
市
本
町

○

小
河
家
住
宅
、
小
河
氏
庭

園

　
小
河
家
住
宅
は
、
明
治
時
代
後
期
に
小
河
秀
太
郎
氏
が
別
邸
と
し
て
建
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
秀
太
郎
氏
は
酒
造
業
を

開
始
し
、
そ
の
後
、
三
木
銀
行
の
創
立
へ
の
関
与
や
県
会
議
員
を
務
め
る
等
、
当
地
の
有
力
な
実
業
家
で
あ
っ
た
。

住
宅
の
敷
地
は
南
北
に
細
長
く
、
弓
形
に
曲
が
る
北
面
道
路
と
南
側
の
露
地
に
面
し
て
広
大
な
屋
敷
が
広
が
っ
て
い
る
。

四
周
に
石
垣
を
巡
ら
せ
、
そ
の
南
半
部
に
主
屋
を
含
む
木
造
建
築
群
、
北
半
部
に
園
池
を
中
心
と
す
る
主
庭
を
配
置
し
て

い
る
。

　
主
要
室
に
は
上
段
の
間
を
設
け
る
等
、
明
治
時
代
の
國
包
（
現
在
、
加
古
川
市
）
建
具
工
や
大
工
の
水
準
の
高
さ
を
示
す

一
品
と
な
っ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
た
技
術
は
、
見
え
が
か
り
は
全
て
和
風
で
、
見
え
隠
れ
も
小
屋
組
を
和
小
屋
組
に
す
る

等
、
伝
統
的
な
技
術
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
全
国
か
ら
取
寄
せ
た
銘
木
を
惜
し
げ
な
く
使
用
し
、
自
由
に
表
現
し
た
建

物
で
、
再
建
が
困
難
な
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
三
木
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
三
木
市
本
町
の
主
要
な
景
観
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
本
町
3
-

6-
24

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

5
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

旧
玉
置
家
住
宅

　
旧
玉
置
家
住
宅
は
、
文
政
9
年
（
1
8
2
6
）
に
、
上
州
館
林
藩
（
じ
ょ
う
し
ゅ
う
た
て
ば
や
し
は
ん
）
の
財
政
建
て
直
し
を
図
る
た

め
、
切
手
会
所
（
今
の
銀
行
）
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
玉
置
家
の
住
宅
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
8
年
（
1
8
7
5
）
の
こ
と
で
あ
る
。
江

戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
第
一
期
の
建
物
と
明
治
以
降
に
増
築
さ
れ
た
第
二
期
の
建
物
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
期
の
建
物

は
、
文
政
9
年
（
1
8
2
6
）
に
建
て
ら
れ
た
母
屋
二
棟
（
道
路
側
）
、
土
蔵
一
棟
（
中
庭
右
側
）
で
あ
る
。
第
二
期
の
建
物
は
、
明

治
初
期
に
玉
置
家
の
居
宅
に
な
っ
て
、
初
代
大
器
氏
と
三
代
目
福
蔵
氏
に
よ
り
、
離
れ
座
敷
、
渡
り
廊
下
が
増
築
さ
れ
、
当

時
の
匠
技
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
玉
置
家
住
宅
は
、
三
木
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
三
木
市
本
町
の
主
要
な
景
観
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
本
町
2
-

2-
17

●

旅
亭
文
市
楼

　
旅
亭
文
市
楼
は
、
旧
三
木
城
下
町
の
西
南
に
建
つ
旅
館
で
あ
る
。
創
業
は
明
治
2
年
（
1
8
6
9
）
で
あ
る
が
、
大
正
9
年

（
1
9
2
0
）
に
こ
の
地
に
移
転
し
た
。
敷
地
は
西
側
の
公
道
か
ら
石
敷
き
の
通
路
を
玄
関
に
伸
ば
し
た
奥
に
広
が
り
、
大
広
間

棟
、
客
室
棟
、
新
館
の
3
棟
で
中
庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
建
ち
、
隣
地
は
全
て
住
宅
が
建
て
込
ん
で
い
る
。
大
広
間
棟
、
客

室
棟
、
新
館
の
順
に
建
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
内
装
が
一
部
改
装
さ
れ
た
も
の
の
、
外
観
や
主
要
な
客
室
の
意
匠
な
ど
は

建
築
当
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
料
理
旅
館
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
の
近
代
和
風
建
築
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
）
）

●

三
木
市
本
町
3
-

10
-1
9

●

大
宮
八
幡
宮

　
大
宮
八
幡
宮
は
、
天
永
2
年
（
1
1
1
1
）
、
月
輪
寺
院
主
慶
算
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
三
木
別
所
氏
累
代
の
守
護
神
で

あ
っ
た
が
、
天
正
の
兵
乱
で
焼
失
。
天
正
1
3
年
（
1
5
8
5
）
に
中
川
秀
政
が
再
建
、
以
後
三
木
5
ヵ
町
他
の
産
土
神
と
な
っ
た
。

　
１
０
月
に
は
勇
壮
な
秋
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
。
氏
子
各
町
の
屋
台
（
8
台
）
が
、
高
台
に
あ
る
境
内
へ
と
8
5
段
の
石
段
を
上

が
っ
て
い
く
練
り
（
宮
入
）
と
、
石
段
を
下
る
練
り
(宮
出
）
が
あ
る
。
こ
の
「
屋
台
の
石
段
登
り
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
」

は
、
他
の
神
社
の
屋
台
練
り
と
は
大
い
に
違
い
、
播
州
地
方
の
祭
礼
で
は
大
変
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
約
2
ト
ン
も
の
屋

台
を
豪
壮
に
担
ぎ
上
げ
る
迫
力
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
る
。

　
1
月
の
第
3
日
曜
日
に
は
、
鬼
追
い
式
が
行
わ
れ
る
。
鬼
追
い
式
は
、
江
戸
時
代
の
1
7
世
紀
後
半
頃
か
ら
月
輪
寺
で
行
な

わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
1
4
年
（
1
9
3
9
）
に
中
断
。
昭
和
3
8
年
（
1
9
6
3
）
に
大
宮
八
幡
宮
と
月
輪
寺
の
協
力
で
有
志
に
よ
る
三

木
鬼
追
い
保
存
会
が
発
足
し
復
活
し
た
。
月
輪
寺
で
祈
祷
を
受
け
た
鬼
は
、
文
殊
堂
、
不
動
尊
を
回
向
し
、
大
宮
八
幡
宮

拝
殿
に
参
拝
し
、
ご
神
火
を
松
明
に
移
し
、
鳥
居
石
段
上
か
ら
松
明
を
打
ち
振
る
い
町
と
人
々
の
安
寧
を
祈
願
し
た
の
ち
、

赤
鬼
、
黒
鬼
の
大
鬼
と
子
鬼
の
踊
り
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
鬼
に
よ
る
餅
つ
き
や
餅
ま
き
も
行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
の
祭

り
も
勇
壮
な
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
本
町
2
-

19
-1

●

ナ
メ
ラ
商
店
街

　
三
木
城
下
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
昭
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
レ
ト
ロ
ヂ
」
、
三
木
合
戦
が
テ
ー
マ
の
「
戦
国
ノ
ー
サ
イ

ド
」
、
三
木
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
リ
レ
ー
で
走
る
「
三
木
ナ
メ
ラ
ン
」
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
外
へ
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。

ナ
メ
ラ
大
看
板
は
、
商
店
街
が
所
有
し
て
い
た
古
い
大
型
看
板
を
活
用
し
、
行
政
と
共
に
観
光
を
活
性
化
す
る
看
板
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
県
外
か
ら
も
看
板
を
見
に
来
る
人
が
い
る
ほ
ど
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

新
し
い
街
の
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
城
下
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
本
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

正
入
寺

　
正
入
寺
は
、
慶
長
6
年
（
1
6
0
1
）
に
姫
路
城
主
池
田
輝
政
の
家
老
、
伊
木
豊
後
守
忠
次
が
三
木
城
主
と
な
っ
た
時
、
先
君

池
田
勝
入
斉
信
輝
公
追
善
の
た
め
、
尾
州
知
多
郡
大
野
の
斉
年
寺
よ
り
日
山
和
尚
を
招
い
て
建
立
し
、
護
国
山
勝
入
寺
と

号
し
て
伊
木
氏
の
菩
提
寺
と
し
た
。
今
は
正
入
寺
と
し
て
い
る
が
、
池
田
信
輝
、
姫
路
城
主
池
田
輝
政
、
伊
木
豊
後
守
忠

次
、
長
門
守
忠
繁
の
位
牌
を
祀
り
、
境
内
に
は
供
養
塔
も
あ
る
。
三
木
城
の
歴
史
と
深
く
関
わ
り
、
地
域
の
歴
史
文
化
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
本
町
1
-

7-
21

●

芝
町
の
伝
統
的
な
ま
ち
な

み

　
稲
見
酒
造
は
、
湯
の
山
街
道
に
面
す
る
酒
蔵
と
事
務
所
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
湯

の
山
街
道
の
入
り
口
部
分
に
面
し
た
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
建
築
物
は
建
設
時
の
意
匠
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
街
道
沿
い

の
町
並
み
の
中
で
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
宅
徳
松
商
店
は
、
湯
の
山
街
道
に
面
す
る
商
家
と
離
れ
で
、
現
在
も
金
物
店
の
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
母

屋
に
隣
接
し
、
街
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
離
れ
と
門
塀
は
建
設
時
の
伝
統
的
意
匠
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
街
道
沿
い
の

町
並
み
の
中
で
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
稲
見
酒
造
及
び
三
宅
徳
松
商
店
は
、
と
も
に
県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
平
成
2
2
年
度
）

　
こ
れ
ら
の
建
造
物
は
芝
町
の
伝
統
的
な
町
並
み
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

三
木
市
大
塚
・
芝

町
伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

稲
見
酒
造

　
稲
見
酒
造
は
、
湯
の
山
街
道
に
面
す
る
酒
蔵
と
事
務
所
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
街

道
の
入
り
口
部
分
に
面
し
た
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
建
築
物
は
建
設
時
の
意
匠
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
街
道
沿
い
の
町
並

み
の
中
で
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

三
木
市
芝
町
2
-

29
○

三
宅
徳
松
商
店

　
旧
湯
の
山
街
道
に
面
す
る
商
家
と
離
れ
で
、
現
在
も
金
物
店
の
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
母
屋
に
隣
接
し
、
街

道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
離
れ
と
門
塀
は
建
設
時
の
伝
統
的
意
匠
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
街
道
沿
い
の
町
並
み
の
中
で
景

観
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

三
木
市
芝
町

○

平
井
山
ノ
上
付
城
跡

　
羽
柴
秀
吉
が
三
木
城
攻
め
の
本
陣
と
し
た
付
城
で
あ
り
、
美
嚢
川
と
志
染
川
の
間
に
面
し
た
山
上
に
位
置
す
る
。
南
西
に

は
三
木
城
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
天
正
６
年
（
1
5
7
8
）
７
月
、
織
田
信
忠
が
当
地
に
着
陣
し
て
築
城
し
、
羽
柴
秀
吉
に
引
き
渡
し
た
と
さ
れ
る
。
1
0
月
2
2
日
に

別
所
方
が
襲
来
し
て
平
井
山
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
別
所
治
定
な
ど
が
討
ち
死
に
し
、
別
所
方
は
敗
北
し
た
。

　
数
多
く
残
る
三
木
城
攻
め
の
付
城
群
の
中
で
最
大
の
規
模
を
誇
り
、
三
木
城
の
反
対
側
の
谷
部
に
雛
壇
状
の
曲
輪
（
く
る

わ
）
群
を
設
け
、
軍
勢
の
駐
屯
部
を
確
保
し
て
い
る
。

　
竹
中
半
兵
衛
は
美
濃
（
岐
阜
県
）
出
身
の
武
将
で
、
秀
吉
の
軍
師
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
三
木
城
攻
防
戦
の
最
中
、
平
井

山
の
陣
中
で
病
死
し
た
。
本
陣
の
あ
っ
た
山
に
続
く
ぶ
ど
う
畑
の
中
、
白
い
練
り
塀
に
囲
ま
れ
て
墓
が
あ
る
。

　
戦
国
時
代
の
歴
史
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
平
井
、
与

呂
木
、
志
染
町
安

福
田

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

7
 

三木市 - 7



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

竹
中
半
兵
衛
の
墓

　
竹
中
半
兵
衛
は
美
濃
（
岐
阜
県
）
出
身
の
兵
法
家
で
、
秀
吉
の
片
腕
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
三
木
城
攻
防
戦
の
最
中
、
平

井
山
の
陣
中
で
病
死
し
た
。
本
営
の
あ
っ
た
山
に
続
く
ぶ
ど
う
畑
の
中
、
白
い
練
り
塀
に
囲
ま
れ
て
墓
が
あ
る
。

　
戦
国
時
代
の
歴
史
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

●

三
木
市
平
井

○

岩
壺
神
社

　
岩
壺
神
社
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
の
創
設
で
、
享
保
年
間
（
1
7
1
6
～
1
7
3
5
）
に
は
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
地
の
産
土
大

神
と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
社
裏
の
川
に
大
盤
が
あ
り
そ
れ
を
壷
と
称
し
て
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
毎
年
1
0
月
の
秋
ま
つ
り

に
は
7
基
の
立
派
な
「
ふ
と
ん
屋
台
太
鼓
」
が
参
道
を
練
り
歩
く
。
播
磨
を
代
表
す
る
祭
り
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
岩
宮
3
9
1

●

オ
ン
ダ
（
行
事
）

　
毎
年
５
月
に
は
、
長
屋
地
区
で
オ
ン
ダ
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
午
前
中
に
氏
神
の
岩
壺
神
社
で
お
田
植
え
祭
り
が
行
わ

れ
、
午
後
に
村
人
が
ト
ウ
ニ
ン
の
家
に
集
ま
る
。
宴
会
の
後
、
「
栄
柴
」
と
呼
ば
れ
る
ツ
ツ
ジ
と
サ
カ
キ
の
枝
を
束
ね
た
も
の

を
三
束
持
っ
て
、
神
社
へ
赴
く
。
唱
え
ご
と
を
し
、
稲
を
象
徴
す
る
栄
柴
を
振
っ
て
豊
作
を
祈
る
。
次
に
神
社
の
宮
田
に
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
田
に
栄
柴
を
立
て
、
残
り
一
束
を
家
に
持
ち
帰
り
神
棚
に
祀
る
。
地
域
の
伝
統
的
な
習
わ
し
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
の
原
像
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
2
.4
.2
0
）
）

●
●

三
木
市
岩
宮

慈
眼
寺

　
慈
眼
寺
は
、
大
化
4
年
（
6
4
8
）
に
法
道
仙
人
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、
一
時
荒
廃
し
た
が
南
北
朝
時
代
に
播
磨
の
守
護
、
赤

松
則
村
が
再
興
し
た
と
い
う
縁
起
を
も
つ
。

　
境
内
に
は
、
明
治
初
年
に
両
国
（
東
京
）
の
回
向
院
か
ら
分
墓
し
た
、
鼠
形
の
石
の
台
座
に
墓
碑
を
乗
せ
た
鼠
小
僧
次
郎

吉
の
墓
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鐘
楼
に
は
延
慶
2
年
（
1
3
0
9
）
の
銘
が
あ
る
梵
鐘
（
県
指
定
文
化
財
）
が
あ
る
。
こ
の
梵

鐘
は
、
天
正
年
間
の
三
木
合
戦
の
お
り
、
羽
柴
秀
吉
の
武
将
、
有
馬
法
印
則
頼
が
寺
の
裏
山
に
布
陣
し
、
陣
鐘
(じ
ん
が

ね
)に
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
通
称
「
一
本
松
」
と
呼
ば
れ
る
慈
眼
寺
裏
山
の
山
頂
に
は
、
三
木
城
を
攻
め
る
た
め
に
築
か
れ
た
陣
城
跡
が
あ
り
、
有
馬

法
印
則
頼
が
陣
を
置
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
街
地
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
淡
路
の
島
影
ま
で
見
渡
せ
る
す
ば
ら
し
い
眺
望

が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
慈
眼
寺
の
境
内
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
久
留
美

17
22

ひ
ょ
う
ご
紅
葉
四

十
八
景
（
神
戸
新

聞
）

●

栄
運
寺

　
栄
運
寺
は
、
元
禄
5
年
（
1
6
9
2
）
に
開
山
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
の
裏
山
に
も
う
ひ
と
つ
の
竹
中
半
兵

衛
の
墓
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
羽
柴
秀
吉
の
本
陣
が
あ
っ
た
平
井
山
は
地
続
き
の
山
で
、
秀
吉
は
安
福
田
の
里

を
よ
く
訪
れ
、
陣
中
の
汗
を
流
し
た
野
風
呂
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
栄
運
寺
か
ら
は
神
戸
市
西
区
の
雄
岡

山
、
雌
岡
山
の
二
つ
の
山
が
仲
良
く
並
ん
で
い
る
よ
う
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
眺
望
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

安
福
田
5
7
7

●

千
体
地
蔵

　
千
体
地
蔵
の
年
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
室
町
時
代
か
ら
子
宝
地
蔵
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
願
を
か
け
、
子

ど
も
が
授
か
る
と
お
礼
に
新
し
い
地
蔵
が
置
か
れ
て
い
く
の
で
、
そ
の
数
は
数
え
き
れ
ず
、
千
体
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

大
谷
川
沿
い
の
山
裾
一
面
に
多
数
の
地
蔵
が
並
び
、
1
ｍ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
本
尊
は
砂
岩
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
山
裾
の
地

蔵
は
生
活
の
な
か
で
の
祈
り
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

井
上

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

8
 

三木市 - 8



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

志
染
の
石
室

　
「
志
染
の
石
室
」
と
呼
ば
れ
る
岩
穴
に
は
、
仁
賢
天
皇
、
顕
宗
天
皇
と
な
っ
た
二
王
子
の
伝
説
が
古
く
か
ら
伝
わ
り
、
「
日

本
書
紀
」
や
「
播
磨
国
風
土
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
5
世
紀
後
半
ご
ろ
、
第
2
0
代
の
安
康
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
皇
位

を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
り
、
こ
の
争
い
か
ら
逃
れ
た
市
辺
押
磐
皇
子
（
い
ち
の
べ
の
お
し
わ
の
み
こ
）
の
二
人
の
王
子
、
億
計

（
オ
ケ
）
王
子
と
弘
計
（
ヲ
ケ
）
王
子
が
隠
れ
住
み
、
の
ち
に
弟
の
弘
計
王
子
が
顕
宗
天
皇
に
、
兄
の
億
計
王
子
が
仁
賢
天

皇
に
な
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
志
染
の
石
室
は
、
窟
屋
大
橋
を
渡
っ
た
小
道
の
奥
、
山
の
裾
野
を
進
ん
だ
先
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
木
立
の
中
に
あ
る
。
ま

た
、
菜
の
花
が
咲
く
頃
に
な
る
と
、
ひ
か
り
藻
の
作
用
で
水
が
金
色
に
光
る
こ
と
か
ら
、
別
名
「
窟
屋
の
金
水
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

窟
屋

●

淡
河
川
（
湯
の
山
街
道
と

と
も
に
）

　
御
坂
神
社
の
前
で
志
染
川
か
ら
分
岐
し
た
淡
河
川
は
、
主
要
地
方
道
三
木
・
三
田
線
に
沿
う
よ
う
に
流
れ
る
。
淡
河
川
沿

い
の
旧
街
道
は
「
湯
の
山
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
有
馬
温
泉
へ
の
湯
治
の
道
と
し
て
、
三
木
の
本
陣
に
い
た
秀
吉
も

し
ば
し
ば
有
馬
に
通
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
の
大
名
も
通
っ
た
と
い
わ
れ
、
淡
河
は
最
大
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
。
宿
場
町
を
出
た
淡
河
川
は
、
山
間
の
田
園
地
帯
を
緩
や
か
に
流
れ
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
の
川
紀
行
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●
●

三
木
市
志
染
町

戸
田

御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン
橋

　
志
染
川
の
清
流
に
か
か
る
「
御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン
橋
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
少
将
パ
ー
マ
ー
氏
の
設
計
に
よ
り
、
日
本
で
最
初

の
サ
イ
フ
ォ
ン
（
噴
水
管
）
橋
と
し
て
築
造
さ
れ
、
明
治
2
4
年
（
1
8
9
1
）
に
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
2
6
年
（
1
9
5
1
）
に
増
設
さ

れ
、
橋
長
は
5
2
.4
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

　
山
か
ら
谷
を
通
っ
て
向
か
い
の
山
へ
水
を
運
ぶ
こ
の
疏
水
工
事
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
大
事
業
で
、
1
世
紀
以
上

経
た
今
日
で
も
立
派
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
姿
か
ら
眼
鏡
橋
と
呼
ば
れ
、
近
代
土
木
技
術
を
伝
え
る
橋
と
し
て
、

県
民
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

御
坂

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

御
坂
神
社

　
御
坂
神
社
は
、
鎮
座
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
播
磨
風
土
記
に
は
、
履
中
天
皇
が
こ
の
神
社
に
ご
参
拝
に
な
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
「
み
さ
か
神
社
」
（
御
坂
、
三
坂
、
美
坂
、
御
酒
）
と
呼
ぶ
社
は
市
内
に
8
ヵ
所
あ
る
が
、
こ
の
神
社
は
天
正
の

兵
乱
で
焼
失
し
、
慶
長
1
3
年
（
1
6
0
8
）
に
現
在
の
地
へ
移
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
殿
外
壁
上
部
の
白
虎
、
青
龍
や
手
挟

の
彩
式
彫
刻
が
美
し
い
。

　
毎
年
2
月
1
1
日
に
は
お
弓
神
事
が
行
わ
れ
る
。
五
穀
豊
穣
や
破
邪
顕
正
を
祈
り
、
弓
場
で
6
人
の
射
手
が
2
0
m
先
の
的
を

狙
い
、
1
0
本
の
矢
を
放
つ
。
ま
た
5
月
の
上
旬
に
は
五
穀
豊
穣
を
祈
る
春
の
例
祭
が
行
わ
れ
、
御
坂
・
細
目
の
2
屋
台
を
地

元
青
年
が
担
ぎ
、
能
舞
台
で
は
獅
子
舞
や
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
伝
統
的
な
祭
事
の
景
観
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

御
坂
2
4
3

●

呑
吐
ダ
ム

　
呑
吐
ダ
ム
は
、
三
木
市
や
神
戸
市
、
東
播
磨
地
域
の
水
が
め
と
し
て
昭
和
6
1
年
（
1
9
8
6
）
に
完
成
し
た
人
工
の
湖
で
あ

る
。
堰
堤
の
長
さ
が
2
6
0
ｍ
、
高
さ
が
7
1
.5
ｍ
、
総
貯
水
量
は
1
,8
8
6
ｔを
誇
り
、
満
水
面
積
は
1
0
5
h
aに
達
す
る
。

　
昔
こ
こ
に
は
大
小
の
滝
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
川
の
水
を
呑
ん
で
は
吐
き
出
し
、
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
流
れ
落
ち
る
様
は
壮
観

で
「
呑
吐
の
滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
、
姿
は
変
え
た
が
雄
大
な
「
つ
く
は
ら
湖
」
は
人
々
に
親
し
ま
れ
、
四
季
折
々
の
美

し
さ
が
湖
面
を
彩
り
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
志
染
町

三
津
田

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

9
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

伽
耶
院

　
志
染
町
大
谷
に
あ
り
、
志
染
川
を
挟
ん
で
、
志
染
の
窟
屋
の
反
対
側
に
、
こ
の
あ
た
り
で
は
数
少
な
い
修
験
道
の
寺
が
あ

る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
法
道
仙
人
が
毘
沙
門
天
の
お
つ
げ
で
、
大
化
年
間
（
7
世
紀
半
ば
こ
ろ
）
に
創
建
し
た
と
い
わ
れ
、
中

世
に
は
か
な
り
栄
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
秀
吉
の
三
木
城
攻
撃
の
と
き
、
こ
こ
の
東
南
に
あ
る
丹
生
山
明
要
寺
と
と
も
に

兵
火
に
か
か
っ
て
一
山
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
江
戸
時
代
に
姫
路
城
主
池
田
輝
政
や
明
石
城
主
小
笠
原

忠
真
ら
に
帰
依
さ
れ
、
一
部
が
再
建
さ
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
花
山
天
皇
の
行
幸
も
あ
り
、
全
盛
時
代
は
数
十
の
堂

宇
、
百
三
十
余
の
坊
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
1
0
月
に
は
関
西
一
円
の
修
験
者
が
山
伏
姿
で
集
ま
り
、
ホ
ラ
の
音
が
全
山
に
こ
だ
ま
し
、
も
う
も
う
と
煙
の
立
ち
こ
め
る
大

護
摩
が
行
わ
れ
る
。
志
染
川
沿
い
の
重
要
な
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

●
●

三
木
市
志
染
町

大
谷
4
1
0

ひ
ょ
う
ご
紅
葉
四

十
八
景
（
神
戸
新

聞
）

●

志
染
ミ
ヤ
ケ

　
ミ
ヤ
ケ
と
は
、
大
和
朝
廷
が
設
置
し
た
直
轄
地
の
こ
と
で
あ
り
、
播
磨
国
風
土
記
に
は
、
志
深
ミ
ヤ
ケ
で
の
宴
で
披
露
さ
れ

た
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
志
深
ミ
ヤ
ケ
の
名
は
、
現
在
の
三
木
市
志
染
の
地
名
に
残
っ
て
お
り
、
鉄
と
の
関
わ
り
が
深
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鉄
産
地
で
あ
る
播
磨
西
北
部
さ
ら
に
は
吉
備
・
美
作
と
も
結
び
つ
い
て
、
播
磨
の
鉄
生
産
・
供
給
の
拠

点
的
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
志
染
町
に
は
、
古
墳
群
や
遺
跡
の
ほ
か
、
伝
承
の
地
が
数
多

く
存
在
し
、
播
磨
国
風
土
記
の
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
が
残
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
風
土
記
か
ら
み
る
古
代
の
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
0
7
.3
.2
0
）
）

●

三
木
市
志
染
町

●

宮
ヶ
谷
調
整
池

　
宮
ケ
谷
調
整
池
は
印
南
野
台
地
の
東
北
端
に
位
置
し
、
淡
河
川
疏
水
と
山
田
川
疏
水
が
合
流
し
て
い
る
。
同
池
か
ら
は

印
南
野
台
地
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
利
用
し
、
南
西
方
向
に
水
路
を
延
ば
し
て
い
る
。

　
明
治
2
4
年
（
1
8
9
1
）
、
水
不
足
に
苦
し
む
印
南
野
台
地
の
人
々
の
懇
願
に
よ
り
、
兵
庫
県
は
宮
ケ
谷
調
整
池
を
含
む
淡
河

川
疏
水
幹
線
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
当
時
の
史
料
に
よ
る
と
貯
水
量
は
1
0
8
万
ト
ン
だ
が
、
現
在
で
は
約
半
分
の
5
9
万
ト
ン
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
山
田
川
疏
水
幹
線
が
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
開
通
し
た
。

　
こ
の
池
は
水
量
調
整
機
能
が
重
要
で
あ
り
、
2
つ
の
河
川
か
ら
送
ら
れ
る
年
間
合
計
通
水
量
数
千
万
ト
ン
も
の
水
を
一
時

的
に
蓄
え
、
合
流
幹
線
の
流
量
を
適
切
に
調
整
し
て
い
る
。
い
わ
ば
淡
山
疏
水
の
心
臓
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
今
で
も

巨
大
な
堤
体
に
よ
っ
て
、
印
南
野
台
地
へ
送
る
水
を
た
た
え
て
い
る
農
と
関
わ
る
歴
史
を
伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

三
木
市
志
染
町

広
野

●

年
ノ
神
６
号
墳

　
年
ノ
神
6
号
墳
は
、
5
～
7
世
紀
の
1
2
基
か
ら
な
る
古
墳
群
を
構
成
す
る
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
。
6
号
墳
は
長
辺
1
3
ｍ
、
短

辺
1
0
ｍ
の
方
墳
で
あ
り
、
周
囲
を
削
っ
て
尾
根
筋
が
溝
状
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

三
木
市
鳥
町

八
幡
の
森
史
跡
公
園

　
三
木
城
跡
か
ら
美
嚢
川
を
渡
り
、
市
街
地
が
広
が
る
一
角
に
八
幡
の
森
史
跡
公
園
が
あ
る
。
周
辺
に
は
住
宅
が
建
ち
並

ぶ
が
、
小
さ
な
公
園
内
に
は
墓
を
囲
む
よ
う
に
大
木
が
茂
っ
て
い
る
。
八
幡
の
森
史
跡
公
園
に
は
、
三
木
城
主
別
所
長
治
と

婚
姻
関
係
に
あ
り
、
同
盟
を
結
ん
で
い
た
淡
河
弾
正
忠
定
範
の
墓
が
あ
る
。
淡
河
弾
正
は
知
恵
と
勇
気
を
併
せ
持
っ
た
優

れ
た
武
将
で
、
秀
吉
の
弟
の
秀
長
軍
が
攻
め
て
き
た
時
、
雌
馬
の
群
を
放
っ
て
、
騎
馬
軍
勢
を
混
乱
さ
せ
、
城
に
火
を
つ
け

て
そ
の
隙
を
つ
い
て
三
木
城
へ
逃
げ
の
び
た
。
平
田
、
大
村
の
合
戦
で
も
大
活
躍
す
る
が
、
撤
退
の
途
中
に
八
幡
の
森
で

割
腹
し
て
最
後
を
と
げ
た
と
の
謂
れ
が
あ
る
。
こ
の
公
園
は
、
市
街
地
の
な
か
に
あ
っ
て
、
三
木
の
歴
史
を
伝
え
る
景
観
資

源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

●
●

三
木
市
加
佐

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

金
剛
寺

　
金
剛
寺
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
に
法
道
仙
人
が
開
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
天
長
4
年
（
8
2
5
）
、
空
海
が
諸
国
修
業
の
折
に
立

ち
寄
り
、
カ
ヤ
の
木
で
薬
師
如
来
を
刻
み
、
一
堂
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
正
の
兵
乱
で
堂
塔
を
失
っ
た
が
、
大

村
由
巳
の
尽
力
で
寛
文
5
年
（
1
6
6
5
）
に
現
本
堂
が
建
立
さ
れ
た
。

　
赤
、
黒
の
鬼
が
松
明
を
振
っ
て
踊
る
金
剛
寺
の
鬼
追
い
式
は
、
4
月
の
第
2
日
曜
日
に
金
剛
寺
春
祭
り
、
聖
天
様
の
祭
日

と
共
に
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
。

　
寺
院
は
森
林
で
囲
ま
れ
、
境
内
に
は
静
寂
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
お
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
め
ぐ
り
が
で
き
る
林
道
も

設
け
ら
れ
て
い
　
る
。
池
を
配
し
た
庭
園
な
ど
が
美
し
く
、
紅
葉
の
時
期
は
色
づ
い
た
木
々
で
彩
ら
れ
、
紅
葉
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
大
村

10
41

●

谷
大
膳
の
墓

　
羽
柴
秀
吉
の
豪
将
と
し
て
活
躍
し
た
谷
大
膳
は
、
三
木
城
攻
防
戦
の
時
、
平
田
村
山
ノ
上
付
城
で
三
木
城
の
糧
道
遮
断

の
守
り
に
つ
い
て
い
た
。
毛
利
別
所
連
合
軍
と
の
平
田
大
村
合
戦
で
戦
死
し
た
谷
大
膳
の
墓
は
、
平
田
村
山
ノ
上
付
城
跡

に
あ
る
。
ま
た
位
牌
は
金
剛
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
三
木
合
戦
の
歴
史
を
伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
大
村

●

常
厳
寺

　
常
厳
寺
は
、
大
河
ド
ラ
マ
｢太
平
記
｣で
も
活
躍
し
た
、
赤
松
則
村
（
円
心
入
道
）
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
赤
松
氏
は
、
村
上

天
皇
の
皇
子
貝
平
親
王
の
子
孫
で
、
西
播
磨
佐
用
庄
（
上
郡
）
に
本
拠
を
構
え
た
。
則
村
は
、
播
磨
の
守
護
職
と
し
て
、
一

族
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
が
、
禅
宗
に
深
く
帰
依
し
て
得
度
し
、
円
心
入
道
と
な
っ
た
。
上
郡
に
法
雲
寺
を
建
設
し
、
東
播

磨
の
三
木
に
も
守
護
仏
を
祀
る
寺
を
建
て
、
聖
観
音
を
安
置
し
て
お
り
、
赤
松
氏
ゆ
か
り
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
呈

し
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
宿
原

10
38

●

法
界
寺

　
法
界
寺
は
別
所
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
羽
柴
秀
吉
の
三
木
城
攻
め
に
遭
い
、
城
主
別
所
長
治
が
敗
れ
て
自
刃
し
た
と

き
、
そ
の
遺
体
を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
で
あ
る
。
霊
廟
や
別
所
長
治
夫
妻
の
霊
牌
及
び
画
像
、
木
像
が
お
か
れ
て
い

る
。
毎
年
4
月
1
7
日
に
は
、
三
木
合
戦
記
を
絵
物
語
に
し
た
掛
軸
を
使
い
、
絵
解
き
が
行
わ
れ
る
。

山
門
を
く
ぐ
り
、
参
道
を
登
る
と
別
所
長
治
の
墓
所
が
あ
り
、
馬
に
乗
っ
た
長
治
の
石
造
が
建
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
階
段
を
上

る
と
本
堂
が
現
れ
る
。
寺
の
背
後
に
は
山
林
が
控
え
て
お
り
、
山
上
に
は
城
跡
が
あ
る
。
三
木
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
別
所

氏
を
偲
ぶ
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
別
所
町

東
這
田
5
1

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

愛
宕
山
古
墳

　
愛
宕
山
古
墳
は
、
標
高
７
４
ｍ
の
弁
天
山
に
直
続
す
る
地
点
に
立
地
し
、
丘
陵
尾
根
に
そ
っ
て
主
軸
を
南
北
に
と
り
、
前

方
部
を
北
に
む
け
て
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
後
円
部
の
頂
部
は
標
高
４
４
ｍ
で
、
南
側
に
比
べ
て
や
や
高
い

尾
根
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
場
所
は
、
美
嚢
川
が
加
古
川
に
合
流
す
る
場
所
に
あ
り
、
双
方
の
川
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
河
川
の
結
節
点
で
あ

る
。
ま
た
、
地
形
的
に
は
内
陸
側
と
加
古
川
下
流
域
を
隔
て
る
分
岐
点
で
も
あ
る
。
後
に
成
立
す
る
賀
古
、
印
南
、
美
嚢
、

賀
毛
と
い
う
四
郡
の
四
隅
が
接
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　
墳
長
は
約
9
0
ｍ
と
大
き
く
、
低
い
丘
陵
の
尾
根
に
横
た
わ
る
よ
う
に
存
在
す
る
。
墳
丘
ま
で
は
見
学
路
が
整
備
さ
れ
、
後

円
部
墳
丘
の
石
段
を
上
が
る
と
頂
上
に
は
祠
が
建
っ
て
い
る
。
後
円
部
の
頂
上
か
ら
か
ら
前
方
部
を
見
渡
す
と
、
前
方
後

円
墳
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
古
代
の
景
観
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播

磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
別
所
町

●

か
ご
池
、
増
田
ふ
る
さ
と

公
園

　
か
ご
池
の
よ
う
に
、
山
間
部
の
た
め
池
は
東
播
用
水
が
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
水
系
は
昔
の
ま
ま
で
あ
り
、
生
態
系
が
保
た

れ
て
い
る
。
総
貯
水
量
は
1
,0
0
0
m
3
程
度
の
小
さ
な
池
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
周
辺
の
田
畑
の
耕
作
に
使
っ
て
い
る
た
め
池

で
あ
る
が
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、
三
木
自
然
愛
好
研
究
会
が
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
三
木
自
然
愛
好
研
究
会
は
、
平
成
9
年
（
1
9
9
7
）
に
市
内
外
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
が
結
成
。
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
、
た
め
池

や
農
地
の
一
部
約
1
h
aを
対
象
に
、
平
成
1
3
年
（
2
0
0
1
）
に
「
増
田
ふ
る
さ
と
公
園
」
を
開
園
。
希
少
な
動
植
物
を
増
や
し
、
子

ど
も
た
ち
の
自
然
観
察
や
環
境
学
習
に
役
立
て
て
い
る
。

　
公
園
に
は
小
さ
な
花
や
虫
や
魚
た
ち
が
生
息
す
る
。
夏
に
は
水
た
ま
り
に
ト
チ
カ
ガ
ミ
や
ガ
ガ
ブ
タ
の
花
が
咲
き
、
メ
ダ
カ

や
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
の
泳
ぎ
回
る
姿
が
見
え
、
秋
に
は
沿
道
に
キ
キ
ョ
ウ
や
フ
ジ
バ
カ
マ
な
ど
の
七
草
が
咲
く
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
細
川
町

増
田

●

藤
原
惺
窩
誕
生
地

　
江
戸
時
代
の
儒
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
藤
原
惺
窩
(ふ
じ
わ
ら
せ
い
か
)は
、
徳
川
家
康
に
進
講
し
、
徳
川
三
百
年
の
歴
史

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
惺
窩
を
師
と
仰
ぐ
著
名
な
人
物
は
数
多
く
、
官
学
の
祖
と
う
た
わ

れ
た
林
羅
山
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
藤
原
惺
窩
の
生
ま
れ
た
細
川
町
で
は
、
昭
和
5
1
年
（
1
9
7
6
）
1
0
月
3
日
に
第
1
回
惺
窩

祭
が
開
か
れ
て
以
来
毎
年
、
藤
原
惺
窩
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
細
川
町
桃
津
に
は
「
藤
原
惺
窩
生
誕
の
地
」
の
石
碑
と
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
銅
像
が
建
つ
場
所
は
、
細
川
館
（
細

川
城
）
と
も
呼
ば
れ
、
美
嚢
川
の
東
岸
に
あ
り
、
西
に
張
り
出
し
た
丘
陵
の
先
に
あ
た
る
。
石
碑
や
銅
像
の
他
に
も
惺
窩
の

実
家
で
あ
る
下
冷
泉
家
を
供
養
す
る
墓
や
供
養
塔
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
碑
の
周
辺
は
地
域
の
歴
史

を
実
感
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
細
川
町

桃
津

伝
え
た
い
ふ
る
さ

と
の
景
観
（
兵
庫

県
）

●

脇
川
の
念
仏
水

　
脇
川
の
念
仏
水
は
、
清
水
が
湧
き
出
で
小
川
と
な
る
こ
と
か
ら
、
脇
川
の
地
名
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
念
仏
水
で
あ
る
。
お

堂
を
建
て
「
念
仏
井
戸
」
と
し
て
祀
ら
れ
、
今
も
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
。

　
む
か
し
、
空
海
（
弘
法
大
師
）
が
修
業
で
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
き
、
近
く
に
住
む
老
婆
に
飲
み
水
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、
老
婆

は
乏
し
い
水
を
快
く
差
し
出
し
た
。
空
海
は
喉
の
渇
き
を
潤
せ
た
お
礼
と
し
て
杖
で
地
面
を
突
き
刺
し
、
水
を
湧
き
出
さ
せ
村

人
を
救
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
井
戸
に
念
仏
を
唱
え
、
井
戸
底
よ
り
泡
が
湧
き
上
が
る
者
に
は
願
い

が
叶
う
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
H
P
）

●
●

三
木
市
細
川
町

脇
川
3
5
4

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
2
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

広
野
ゴ
ル
フ
場

　
広
野
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
7
年
6
月
に
開
場
さ
れ
た
総
面
積
約
8
0
㎡
の
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
。
歴
史
、
広
さ
と
並
ん
で
芝
生
の

手
入
れ
の
見
事
さ
な
ど
か
ら
日
本
で
も
有
数
の
ゴ
ル
フ
場
と
い
わ
れ
て
い
る
。
広
い
敷
地
内
に
は
、
と
て
も
美
し
い
松
並
木

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
間
に
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
新
鮮
な
芝
生
が
広
々
と
美
し
い
。
左
手
に
雌
岡
、
右
手
に
雄
岡
の
山

が
間
近
に
見
え
、
池
が
趣
を
添
え
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
百
景
Ⅰ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
4
.4
.8
）
）

●

三
木
市
志
染
町

広
野

古
川
城

　
古
川
城
は
、
中
世
に
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
山
城
で
あ
る
。
郭
は
大
き
く
は
主
尾
根
、
北
山
腹
、
東
尾
根
、
西
尾
根
の
四
区

画
に
分
か
れ
て
お
り
、
郭
、
土
塁
、
掘
切
、
土
橋
、
横
矢
、
堅
堀
な
ど
の
施
設
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
平
成
8
年
（
1
9
9
6
）
に
発

掘
調
査
さ
れ
た
西
尾
根
区
画
で
は
、
自
然
の
山
、
谷
な
ど
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
た
や
す
く
敵
に
攻
め
込
ま
れ
な
い
防
御
機

能
を
備
え
た
大
規
模
な
虎
口
（
出
入
り
口
）
が
見
つ
か
っ
た
。
現
在
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
）

●
●

三
木
市
吉
川
町

古
川

ミ
ツ
カ
ン
よ
か
わ
ビ
オ
ト
ー

プ
倶
楽
部

　
ミ
ツ
カ
ン
三
木
工
場
で
は
、
敷
地
内
に
1
6
0
,0
0
0
㎡
も
の
広
大
な
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
て
お
り
、
企
業
と
地
域
住
民
、
行
政

の
協
働
の
も
と
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
自

然
観
察
会
や
、
地
域
と
の
合
同
お
月
見
会
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
が
自
ら
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
里

山
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
保
全
活
動
に
良
い
連
鎖
反
応
が
働
い
て
い
る
。

　
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
以
下
の
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ
た
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

・
自
然
保
護
ゾ
ー
ン
－
貴
重
な
動
植
物
を
保
護
・
育
成
し
て
い
る
ゾ
ー
ン

・
よ
か
わ
里
山
公
園
－
倶
楽
部
の
活
動
拠
点

・
湿
地
ビ
オ
ト
ー
プ
－
水
田
跡
を
整
備
し
た
、
水
生
動
植
物
の
観
察
の
場
所

・
赤
松
再
生
ゾ
ー
ン
－
赤
松
林
と
松
茸
の
再
生
を
目
標
と
す
る
ゾ
ー
ン

　
第
1
6
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
　
奨
励
賞
に
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
、
企
業
が
取
り
組
む
新
し

い
い
き
も
の
景
観
を
提
供
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
、
株
式
会
社
M
iz
ka
n
 H
o
ld
in
gs
 H
P
）

●

三
木
市
吉
川
町

畑
枝
3
9
5
-
1

●

山
田
錦
の
館

　
山
田
錦
の
郷
は
、
「
山
田
錦
の
館
」
と
「
吉
川
温
泉
よ
か
た
ん
」
で
構
成
さ
れ
、
地
域
文
化
の
情
報
発
信
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
、
平
成
1
6
年
（
2
0
0
4
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

山
田
錦
の
館
は
、
山
田
錦
の
栽
培
、
歴
史
風
土
、
お
酒
な
ど
、
吉
川
の
歴
史
、
風
土
が
学
べ
る
山
田
錦
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ほ

か
に
、
吉
川
の
山
田
錦
で
つ
く
ら
れ
た
銘
酒
の
試
飲
が
で
き
る
日
本
酒
試
飲
所
、
地
域
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
旬
の

野
菜
や
果
物
、
惣
菜
が
揃
う
農
産
物
直
売
所
お
よ
び
加
工
所
を
併
設
し
て
い
る
。
毎
年
3
月
に
は
、
酒
造
家
と
農
家
と
消
費

者
が
交
流
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
山
田
錦
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
建
築
物
周
囲
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
山
田
錦
に
つ
い
て
学
び
、
楽
し
む
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
吉
川
町

吉
安
2
2
2

●

吉
川
温
泉
よ
か
た
ん

　
吉
川
温
泉
よ
か
た
ん
は
、
療
養
型
の
本
格
的
な
温
浴
施
設
で
あ
り
、
含
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
温
泉
で
、
中
で
も

豊
富
な
炭
酸
ガ
ス
の
含
有
量
を
誇
り
、
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
な
ど
循
環
器
系
の
疾
患
に
特
に
高
い
効
能
が
あ
る
。
吉

川
の
景
観
に
調
和
し
た
和
風
建
築
の
中
に
、
炭
酸
成
分
を
そ
の
ま
ま
導
く
源
泉
風
呂
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
大
浴
場
や
露
天

風
呂
、
ゆ
っ
た
り
で
き
る
家
族
風
呂
、
話
の
輪
が
広
が
る
足
湯
広
場
な
ど
が
あ
り
、
新
し
い
湯
治
場
の
雰
囲
気
を
醸
し
て
い

る
。
（
出
典
：
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
吉
川
町

吉
安
2
2
2

○

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
3
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

正
法
寺
古
墳
公
園

　
正
法
寺
古
墳
群
は
三
木
市
を
代
表
す
る
古
墳
群
で
あ
り
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
1
8
基
の
古
墳
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
1
号
墳
は
天
井
石
ま
で
残
る
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
周
溝
か
ら
一
辺
約
1
6
m
の
方
墳
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
須
恵
器
長
頸
壷
や
馬
具
な
ど
多
数
の
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
古
墳
も
横
穴
式
石
室
の

形
態
や
変
遷
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
市
内
で
も
数
少
な
い
古
墳
群
で
あ
る
。
点
在
し
て
い
る
古
墳
の
現
状
保
存

は
、
正
法
寺
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
地
区
の
協
力
の
も
と
、
1
号
墳
の
周
囲
に
比
較
的
保
存
が

良
好
な
2
号
墳
と
3
号
墳
の
石
室
を
移
設
復
元
し
、
保
存
を
図
る
と
と
も
に
露
出
展
示
が
行
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。

　
古
墳
群
は
、
正
法
寺
集
落
の
背
後
、
美
嚢
川
と
加
古
川
の
合
流
地
を
望
む
段
丘
上
か
ら
正
法
寺
山
に
か
け
て
の
重
要
な

位
置
に
分
布
し
て
い
る
。
公
園
か
ら
は
、
遠
く
に
加
古
川
や
美
嚢
川
の
流
れ
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
別
所
町

正
法
寺
6
0
1

●

湯
谷
の
太
鼓
念
仏

　
湯
谷
（
ゆ
だ
に
）
の
太
鼓
念
仏
は
、
阿
弥
陀
堂
、
観
音
堂
、
薬
師
堂
、
新
仏
の
あ
る
家
な
ど
に
お
い
て
、
盆
の
時
期
で
あ
る

8
月
7
日
及
び
8
月
1
3
日
に
行
わ
れ
る
。
旧
中
吉
川
村
に
お
い
て
各
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
太
鼓
念
仏
は
途
絶
え
て
久

し
く
、
今
で
は
湯
谷
地
区
に
伝
え
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
伝
統
芸
能
が
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
民
俗
芸
能
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

三
木
市
吉
川
町

湯
谷

吉
川
町
豊
岡

　
豊
岡
地
区
は
、
三
木
市
の
東
部
、
旧
吉
川
町
と
神
戸
市
北
区
が
接
す
る
場
所
に
位
置
す
る
。

神
戸
市
と
の
境
界
部
分
に
あ
た
る
丘
陵
と
そ
こ
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
尾
根
に
挟
ま
れ
、
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
段
状
の
農
地

が
広
が
る
田
園
地
帯
で
あ
る
。
地
区
内
に
は
茅
葺
民
家
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
入
り
で
均
整
の
と
れ
た
屋
根
の
高
さ
と
勾

配
、
妻
側
の
小
さ
な
破
風
、
カ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
棟
飾
り
を
兼
ね
た
棟
押
さ
え
に
特
徴
が
あ
る
。

　
農
地
は
区
画
が
整
理
さ
れ
、
棚
田
の
風
景
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
区
内
に
点
在
す
る
茅
葺
民
家
が
農
地
の
起
伏
の

間
に
見
え
隠
れ
す
る
様
子
は
昔
な
が
ら
の
風
景
を
思
わ
せ
る
。

（
出
典
：
景
観
資
源
発
掘
及
び
景
観
重
要
建
造
物
指
定
調
査
報
告
書
 （
兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局
景
観
形
成
室

H
1
9
.3
）
）

●

三
木
市
吉
川
町

豊
岡

●

若
宮
神
社

　
若
宮
神
社
の
現
在
の
本
殿
は
、
天
保
3
年
（
1
8
3
2
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
子
が
1
6
地
区
、
約
7
0
0
戸
あ
り
、
そ
の

中
の
宮
座
と
呼
ば
れ
る
4
組
織
に
よ
り
、
毎
年
1
0
月
の
第
1
日
曜
日
に
秋
の
祭
礼
「
ヤ
ホ
ー
神
事
」
（
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
が
行
わ
れ
る
。
「
ヤ
ホ
ー
」
は
、
神
楽
歌
の
「
イ
ヤ
ァ
ホ
ー
～
」
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
事
は
、
獅
子
頭
を
先
頭
に
赤
い
鬼
面
を
つ
け
た
棒
振
り
鬼
、
締
太
鼓
な
ど
一
同
が
行
列
を
作
り
神
楽
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

境
内
を
進
む
。
そ
し
て
神
前
で
並
び
、
社
殿
の
前
に
作
ら
れ
た
蚊
帳
の
中
の
稚
児
と
馬
上
の
稚
児
が
神
歌
を
交
わ
す
。
氏

子
が
担
ぐ
神
輿
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
天
狗
、
お
多
福
と
と
も
に
お
旅
所
ま
で
の
馬
場
道
を
練
り
歩
く
。

ヤ
ホ
ー
神
事
は
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
中
世
的
な
雰
囲
気
が
色
濃
く
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
神
と
人
と

の
交
流
を
知
る
上
で
大
変
興
味
深
く
、
伝
統
的
か
つ
厳
か
な
神
事
の
風
景
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
ふ
る
さ
と
の
原
像
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
三
木
市

Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
吉
川
町

稲
田
5
5
7

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
4
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
三
木
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

東
光
寺

　
東
光
寺
は
、
行
基
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
、
中
世
に
は
相
当
広
大
な
寺
域
と
多
く
の
僧
坊
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
堂
（
国
重
要
文
化
財
）
は
室
町
中
期
の
折
衷
様
式
で
つ
く
ら
れ
、
カ
エ
ル
の
足
の
よ
う
な
装
飾
な
ど
細
部
に
凝
ら
し
て
い
る

建
築
技
法
は
、
同
時
代
の
折
衷
様
式
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
細
部
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る

一
方
で
、
全
体
的
に
は
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
堂
右
の
階
段
を
上
が
る
と
、
緑
に
囲
ま
れ
て
多
宝
塔
（
県
重
要
文
化
財
）
が
そ
び
え
る
。
春
に
は
本
堂
前
の
石
段
脇
に

立
つ
桜
の
老
木
が
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
秋
に
は
紅
葉
が
映
え
る
静
か
な
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
Ｈ
Ｐ
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ

Ｐ
）

●
●

三
木
市
吉
川
町

福
吉
2
6
1

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

黒
滝

　
黒
滝
は
、
緑
豊
か
な
丘
陵
地
に
流
れ
る
美
嚢
川
に
か
か
る
滝
で
、
落
差
4
m
、
幅
3
0
m
ほ
ど
あ
り
、
雄
滝
、
雌
滝
の
2
段
の

流
れ
が
望
め
る
景
勝
地
で
あ
る
。
黒
い
一
枚
岩
を
伝
う
幾
筋
も
の
白
糸
の
よ
う
な
水
流
が
自
然
豊
か
な
景
観
を
生
み
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
滝
に
は
、
万
八
た
ぬ
き
と
お
万
き
つ
ね
が
化
け
比
べ
を
し
た
と
の
民
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
説
明
板
に

よ
っ
て
そ
の
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
の
術
に
よ
っ
て
村
人
か
ら
感
謝
さ
れ
た
万
八
た
ぬ
き
は
、
滝
の
傍
ら
に
「
万

福
大
明
神
」
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
民
話
の
情
景
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ

Ｐ
）

●

三
木
市
吉
川
町

金
会

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

土
橋
池

　
土
橋
池
は
、
旧
吉
川
町
内
に
2
,0
0
0
ヵ
所
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
た
め
池
の
中
で
も
特
に
規
模
の
大
き
い
た
め
池
で
あ
る
。
高

台
に
位
置
し
て
お
り
、
満
々
と
蓄
え
ら
れ
た
農
業
用
水
は
、
誉
れ
高
い
酒
米
「
山
田
錦
」
を
育
て
る
田
に
注
が
れ
る
。

　
森
林
に
囲
ま
れ
た
池
に
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
サ
ギ
な
ど
の
野
鳥
が
飛
来
し
、
池
の
ほ
と
り
か
ら
は
野
鳥
の
羽
を
休
め
る
姿
が

見
ら
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

三
木
市
吉
川
町

金
会

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

春
亥
の
子

　
春
亥
の
子
は
、
田
の
神
で
あ
る
亥
の
神
が
田
に
出
る
際
の
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
旧
暦
２
月
の
亥
の
日
に

行
わ
れ
る
。
屋
外
で
祀
る
地
域
で
は
、
麦
田
や
苗
代
田
に
枡
に
入
れ
た
１
２
個
の
お
は
ぎ
や
ぼ
た
餅
を
供
え
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
の
原
像
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
2
.4
.2
0
）
）

●
●

三
木
市
吉
川
町

天
津
神
社

　
天
津
神
社
は
、
延
徳
4
年
（
1
4
9
2
）
に
建
立
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
本
殿
は
、
正
面
一
間
、
側
面
二
間
の
檜
皮
葺
入
母
屋

造
で
、
妻
入
り
向
拝
と
な
っ
て
い
る
。
細
部
の
彫
刻
や
彩
色
の
あ
と
も
残
っ
て
お
り
、
村
人
が
一
致
協
力
し
て
つ
く
っ
た
と
い
う

記
録
も
残
っ
て
い
る
。
平
成
1
5
年
（
2
0
0
3
）
1
2
月
に
改
修
工
事
を
終
え
、
建
立
当
時
の
鮮
や
か
な
色
彩
を
取
り
戻
し
た
本
殿

が
境
内
で
一
層
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

三
木
市
吉
川
町

前
田
9
9
8

●

法
光
寺

　
法
光
寺
は
法
道
仙
人
が
開
祖
と
さ
れ
て
お
り
、
山
門
に
は
仁
王
像
が
立
ち
、
そ
こ
を
抜
け
る
と
本
堂
が
あ
る
。
鐘
楼
、
五

輪
塔
、
古
文
書
、
鬼
面
な
ど
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
古
刹
は
、
秋
の
紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
錦
繍
（
き
ん
し
ゅ
う
）

の
風
情
を
漂
わ
せ
る
。

（
出
典
：
三
木
市
H
P
、
三
木
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

三
木
市
吉
川
町

法
光
寺
4
2

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
5
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